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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
旧
年
中
は
組
合
事
業
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

「
働
き
方
改
革
」
に
伴
い
、
企
業

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
厳
格
に
求
め

ら
れ
、
年
次
有
給
休
暇
の
最
低
五

日
間
取
得
な
ど
、
労
働
者
に
寄
り

添
う
内
容
だ
と
は
認
識
し
つ
つ
も
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
と
て
も
負

担
が
増
え
、
罰
則
付
き
の
法
案
も

施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
よ
り
令
和
に
年
号
が
変
わ

り
良
い
年
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
麻
生
副
総
理
の
「
老
後
二
、

○
○
○
万
円
が
必
要
」
発
言
問

題
を
発
端
に
、
高
齢
者
に
今
後
の

不
安
を
増
長
さ
せ
消
費
マ
イ
ン
ド

が
下
が
り
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

天
候
災
害
が
八
月
の
九
州
北
部
の

大
雨
か
ら
始
ま
り
、
九
月
十
月
の

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

台
風
に
よ
る
風
害
と
水
害
は
、
各

地
に
甚
大
な
被
害
を
想
定
以
上
に

発
生
さ
せ
、
と
て
も
大
き
な
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。
被
災
し
た
方
々

へ
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
か
ら
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、
消
費
増
税
と
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
、
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
で

す
が
、
経
済
は
も
と
よ
り
特
に
ア

パ
レ
ル
関
係
に
は
影
響
が
大
き
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開

催
で
は
外
国
人
観
戦
客
が
大
勢
来

日
し
、
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
や
ワ
ン

チ
ー
ム
と
言
う
流
行
語
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の「
即
位
礼
」

や
「
祝
賀
パ
レ
ー
ド
」
で
国
民
の

祝
賀
ム
ー
ド
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
人
々
の
消
費

指
数
が
下
落
し
、
衣
食
住
で
最
初

に
影
響
を
及
ぼ
す
「
衣
」
は
、
買

い
控
え
の
が
進
行
し
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
何
が
あ
ろ
う
と
人

や
災
害
・
政
治
の
せ
い
に
は
出
来

ず
、
日
々
事
業
の
継
続
に
邁
進
し

　
旧
年
中
は
組
合
事
業
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
移

り
新
た
な
る
気
持
ち
と
共
に
、
新

た
な
る
道
を
模
索
す
る
過
渡
期
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
は
か
ね
て
か
ら
安
定
を
求
め
る

た
め
に
は
、
絶
え
ず
変
化
を
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
人
は
安
定
を
感
じ
て
そ
の
場
に

留
ま
ろ
う
と
足
を
止
め
る
と
、
そ
こ

か
ら
状
況
が
好
転
す
る
と
言
う
こ

と
は
よ
ほ
ど
の
運
が
無
け
れ
ば
起
き

え
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
も
の
作
り
が
得
意
で

す
。
そ
し
て
こ
の
も
の
作
り
を
手
段

と
し
て
何
十
年
も
変
わ
ら
ぬ
業
態

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
変
わ
ら
ぬ
状
態
で
営
む
こ
と

が
出
来
た
か
と
言
う
と
、
別
の
業
態

の
方
た
ち
が
私
た
ち
の
会
社
を
生
か

し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
時
代
は
大
き
く
変
わ
り

衰
退
し
た
状
態
を
鑑
み
る
と
既
に

私
た
ち
の
技
術
を
生
か
し
て
く
れ
る

別
の
業
態
の
方
は
わ
ず
か
し
か
残
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
行
き
詰
っ
た
こ
の
状
態
を
変
え
る

た
め
に
は
、
満
足
の
行
く
場
所
を

自
ら
作
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
い
仕
事
を
作
り
、
今
ま

で
に
な
い
景
色
を
見
に
行
き
ま
し
ょ

う
か
？
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

  

東
京
婦
人
子
供
服
縫
製
工
業
組
合

　
　
　
　
　令
和
二
年
新
年
会

　式
次
第

　
　
　
　
　
　
日
　
時
　
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
東
天
紅
　
ザ
・
ル
ー
キ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
　
会
　
常
務
理
事
　
渡
　
邊
　
和
　
博

一
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
　
　
事
　
大
　
庭
　
　
　
茂

一
、
理
事
長
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
白
　
石
　
正
　
裕

一
、
ご
来
賓
の
ご
紹
介

一
、
ご
来
賓
ご
祝
辞

　
　
本
組
合
賛
助
会
　
巣
鴨
信
用
金
庫
　
常
勤
理
事
　
青
　
島
　
裕
　
幸
　
様

　
　
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
　
事
務
局
次
長
　
小
野
塚
　
一
　
彦
　
様

一
、
乾
　
杯

　
　
服
装
健
康
保
険
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
辻
　
庸
　
介
　
様

一
、
祝
　
宴

一
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
稲
毛
田
　
宏
　
之

　
東
婦
組
合
新
年
会
は
、
一
月

二
十
四
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り

上
野
不
忍
湖
畔
の
東
天
紅
・
ザ
・

ル
ー
キ
ス
に
て
来
賓
・
組
合
員

四
十
六
名
の
参
加
で
和
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
次
第
は
以
下
の
通
り
で
す
。

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
低
賃

金
が
東
京
都
で一 

、
○
一
三
円
に
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
正
確
に
算
出
さ

れ
た
加
工
賃
を
提
示
す
る
こ
と
。

そ
の
為
に
は
取
引
先
と
事
業
所
と

の
密
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

パ
イ
プ
を
太
く
強
固
な
も
の
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
加
工
賃
の
算

出
に
は
、
昨
年
度
当
組
合
で
も
ご

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
日
本
ア

パ
レ
ル
ソ
ー
イ
ン
グ
工
業
組
合
連
合

会
が
リ
リ
ー
ス
し
て
お
り
ま
す

「A
C
C
T

シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
、

各
事
業
所
に
則
し
て
算
出
す
る
こ

と
を
再
度
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
理
事
支
部
長
会
議

を
廃
止
し
組
合
全
体
会
議
を
行
わ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
事

業
所
の
皆
様
に
ご
参
加
を
頂
き
、

よ
り
一
層
の
各
事
業
所
間
の
情
報

交
換
や
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
効
果
に
期
待
を
し

つ
つ
、
二
○
二
○
年
が
組
合
員
皆

様
方
に
と
っ
て
繁
栄
の
年
と
な
り
ま

す
様
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

写真：首里城　大庭　茂
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令
和
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年
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外国人技能実習生
受入の推移

受入企業と実習生数

第 一 期

第 二 期

第 三 期

第 四 期

第 五 期

第 六 期

第 七 期

第 八 期

第 九 期

第 十 期

第十一期

第十二期

第十三期

第十四期

第十五期

第十六期

第十七期

第十八期

4社 12 人

6社 19 人

7社 20 人

10 社 32 人

10 社 32 人

9社 25 人

9社 25 人

8社 23 人

7社 16 人

6社 14 人

8社 19 人

8社 17 人

8社 15 人

7社 17 人

7社 14 人

6社 14 人

5社 13 人

4社 11 人

社　　名

㈱ドウベル

中村ドレス㈱

㈱ファッションナカムラ

㈱福新ドレス

三好洋装㈱

合　　計

実習生数

3人

10人

5人

8人

6人

32人

（2020 年 2月受入予定数）
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以
下
登
壇
者
と
講
演
タ
イ
ト
ル

・
古
橋
繊
布
（
静
岡
県
浜
松
市
）

濱
田
美
希
企
画
営
業

 

「
文
化
卒
　
遠
州
さ
ん
ち
へ
飛
び

込
ん
で
八
年
で
見
つ
け
た
こ
と
」

・
ユ
ニ
チ
カ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
常
盤
工
場

（
岡
山
）
×
鎌
倉
シ
ャ
ツ

 

ユ
ニ
チ
カ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
　
山
上
清

社
長
　

 

メ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
シ
ャ
ツ
　
佐
野
貴

宏
取
締
役
生
産
統
括

 

「
四
○
○
番
手
シ
ャ
ツ
っ
て
何
が
す

ご
い
の
」

・
佐
藤
繊
維
（
山
形
）

 

斉
藤
愛
ニッ
ト
部
営
業
課
課
長
　

五
十
嵐
健
太
外
販
部
輸
出
課
課

長
補
佐

 

「
全
身
で
感
じ
た
世
界
が
求
め
る

日
本
製
品
」

・
サ
ン
ヨ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ
（
青
森
）
和

田
秀
一
工
場
長

 

「
こ
れ
が
五
十
年
の
歴
史
を
持
つ

コ
ー
ト
づ
く
り
だ
」

・
高
山C

H
O
Y
A

ソ
ー
イ
ン
グ
（
鹿

児
島
）×
モ
デ
リ
ス
ト
柴
山
登
光
氏

 

高
山C

H
O
Y
A

ソ
ー
イ
ン
グ
　

阪
本
英
信
取
締
役
会
長
　
池
水
か

お
り
生
産
課
主
任

 

日
本
モ
デ
リ
ス
ト
協
会
会
長
　
サ
ン

モ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
　
柴
山
登
光
社
長

 

「
ど
こ
も
出
来
な
か
っ
た
シ
ャ
ツ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
鹿
児
島
の
女
性
技
術
者

が
縫
い
上
げ
た
」

・
丸
和
繊
維
工
業
（
東
京
）
伊
藤
哲

朗
常
務
取
締
役
　
久
保
木
啓
太

企
画
開
発
グ
ル
ー
プ

 

「
ア
パ
レ
ル
業
界
の
下
町
ロ
ケ
ッ
ト

『
自
分
た
ち
の
想
い
を
宇
宙
へ
』
〜

着
る
笑
顔
と
縫
う
笑
顔
を
つ
な
ぐ

下
町
縫
製
工
場
」

　
各
社
の
自
慢
の
商
品
を
展
示
、
新

企
画
と
し
て
「
工
場
と
学
生
の
出
会

い
の
場
」
を
設
営
し
縫
製
工
場
の
求

人
相
談
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
当
組
合
員
の
皆
様
も
来
年
度
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

努
力
さ
れ
て
ま
し
た
。
見
学
し
た
東

京
の
組
合
員
も
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
夜
は
大
阪
の
組
合
員
が
大
勢
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
き

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
翌
日
は
午
前
中
に
吉
井
服
装
㈱
様

に
お
邪
魔
し
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
見
学
者
の
み
な
さ
ん
は
工

場
が
清
潔
で
と
て
も
き
れ
い
に
さ
れ

て
い
た
事
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
刺
激
に
な
り
勉
強

に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
昼
食
は

新
世
界
で
大
阪
名
物
の
串
揚
げ
を
楽

し
み
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
三
月
十
三
日
に
は
大
阪

の
組
合
員
が
東
京
の
工
場
を
見
学
に

来
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
夕
方
に
は

池
袋
で
懇
親
会
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
阪
の
方
達
と
親
睦
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
の
中
に
地
区
が
あ
り
各
地
区
の

中
だ
け
で
も
充
実
し
た
活
動
を
し
て

い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
、
残
念
な

が
ら
今
の
組
合
員
の
人
数
は
当
時
の

そ
れ
よ
り
も
少
な
い
の
が
現
状
で
す
、

な
ら
ば
、
支
部
を
ど
う
こ
う
す
る
よ

り
も
本
部
の
活
動
と
し
て
理
事
支
部

長
会
議
を
廃
止
し
組
合
全
体
会
議
と

す
る
事
で
組
合
員
全
員
に
声
を
か
け

集
ま
る
場
を
作
る
事
も
あ
り
か
な
、

よ
り
多
く
の
人
と
の
情
報
交
換
や
今

後
の
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
も
議
論

出
来
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
主
に
理
事
の
定
数
や
選

出
方
法
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
、

後
の
総
会
の
資
料
に
て
お
伝
え
出
来

る
様
に
準
備
中
で
す
。

　
今
後
も
、
皆
様
の
ご
意
見
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
、
こ
の
会
議
が

組
合
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
定
着
す

る
事
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

第
七
回
全
国
も
の
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

大
阪
工
場
見
学
に
つ
い
て

組
合
全
体
会
議

理
事
長

　白
石

　正
裕

　人
材
育
成
担
当
理
事

　大
川

　昌
治

常
務
理
事

　渡
邊

　和
博

　
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
現
場
か

ら
発
信
・N

IP
P
O
N

の
服
づ
く

り
の
技
」
と
し
、
全
国
の
現
場
で
活

躍
す
る
実
務
担
当
者
が
六
つ
の
実

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
登
壇
者
は
実
務
担
当
者
で
あ
り

会
社
の
経
営
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
当
初
の
私
の
個
人
的
感
想
で
は

「
少
し
荷
が
重
い
の
で
は
」
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
話
し
方
も

と
て
も
素
晴
ら
し
く
今
回
の
サ
ミ
ッ

ト
が
歴
代
通
じ
て
一
番
の
内
容
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
貞
末
良
雄
委
員

長
よ
り
―
「
唯
一
無
二
」
の
技
術
力

で
世
界
へ
―
と
語
り
同
氏
の
経
営

す
る
鎌
倉
シ
ャ
ツ
の
海
外
展
開
を
例

に
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
世
界
で
戦

え
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
六
月
二
十
一
〜
二
十
二

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
大
阪

工
場
見
学
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

　
六
月
二
十
一
日
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
に
午

前
十
時
半
に
集
合
し
新
幹
線
で
大
阪

に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

当
組
合
か
ら
八
名
・
洋
装
協
同
組
合

か
ら
㈱
マ
ー
ヤ
の
菅
谷
様
ま
た
、
大

阪
で
合
流
し
ま
し
た
岐
阜
の
組
合
、

ソ
ー
イ
ン
グ
平
島
の
平
嶋
様
で
す
。

　
初
日
は
㈱
ア
ー
バ
ン
様
、
㈱
イ
ワ

サ
キ
様
に
お
邪
魔
し
見
学
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ミ
シ
ン
場
の
前
に
生

産
数
を
示
し
た
電
光
掲
示
板
が
あ
り

目
標
枚
数
を
常
に
意
識
で
き
る
様
に

工
夫
さ
れ
て
ま
し
た
。
ま
た
特
殊
ミ

シ
ン
を
自
社
で
改
造
さ
れ
使
用
し
や

す
い
様
工
夫
さ
れ
て
ま
し
た
。

　
ま
た
工
場
内
に
自
社
で
運
営
す
る

服
装
学
校
が
あ
り
、
技
術
の
向
上
に

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
に
三
度
目

と
な
る
組
合
全
体
会
議
を
行
い
ま
し

た
、
写
真
は
会
議
後
の
懇
親
会
で
の

模
様
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
何
の
た
め
の
全
体
会

議
な
の
か
、
数
年
前
か
ら
組
合
員
の

減
少
に
伴
い
支
部
に
お
け
る
活
動
の

縮
小
や
解
散
、
理
事
選
出
の
困
難
な

事
な
ど
、
様
々
な
声
を
聞
い
て
き
ま

し
た
、
そ
の
時
に
議
題
に
な
っ
た
の

が
、
支
部
の
統
合
や
支
部
の
一
本
化
、

ま
た
支
部
制
度
そ
の
も
の
の
廃
止
な

ど
で
、
理
事
会
や
理
事
支
部
長
会
の

場
で
色
々
と
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も
あ

り
こ
れ
と
言
っ
た
結
論
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
昔
組
合
員
が
多
か
っ
た
頃
、

　
新
た
に
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
外
国

人
技
能
実
習
制
度
の
も
と
、
引
き
続
き
令
和
二
年
も
四
社
十
一

名
の
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

外
国
人
技
能
実
習
生受入

事
業
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㈱
辻
洋
装
店

　辻

　豪

中
央
会
セ
ミ
ナ
ー

ま
し
た
。

　
㈱
パ
タ
ー
ン
企
画
テ
ル
ヌ
マ
よ

り
取
締
役
部
長 

小
森
孝
子
氏
と

務
的
な
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ル
ー

ル
決
め
ま
で
実
に
幅
広
い
内
容
と

な
り
ま
し
た
。

　
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
様
の
団
体
向
け
小
規
模
事
業
者

持
続
化
支
援
事
業
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

二
○
一
九
年
十
一
月
十
六
日（
土
）〜
十
七
日（
日
） 

㈱
辻
洋
装
店

①
『
パ
タ
ー
ン
マ
ジ
ッ
ク
を
使
用
し
た
効
率
的
な
パ
タ
ー
ン
メ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
』

　
講
師 

株
式
会
社
パ
タ
ー
ン
企
画
テ
ル
ヌ
マ

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
教
室
講
師
　
大
川
　
清
実
様

②
『
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
ジ
ッ
ク
を
使
用
し
た
マ
ス
タ
ー
パ
タ
ー

ン
か
ら
の
サ
イ
ズ
展
開
に
つ
い
て
』

　
講
師 

株
式
会
社
パ
タ
ー
ン
企
画
テ
ル
ヌ
マ

　
取
締
役
部
長
　
小
森
　
孝
子
様

二
○
一
九
年
十
一
月
二
十
九
日（
金
） 

㈱
福
新
ド
レ
ス

③
『
身
頃
の
く
せ
取
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
』

　
講
師
　
学
校
法
人
文
化
学
園
文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
院
大
学

　
名
誉
教
授
　
稲
荷
田 

征
様

　
東
京
婦
人
子
供
服
縫
製
工
業
組

合
が
主
宰
す
るC

A
D

講
習
会
が

東
京
中
野
の
辻
洋
装
店
で
行
わ
れ

C
A
D

教
室
講
師 

大
川
清
実
氏

を
講
師
に
迎
え
、
基
礎
的
な

C
A
D

の
操
作
方
法
か
ら
よ
り
実

㈱
福
新
ド
レ
ス

　吉
田

　浩

誠
意
を
も
っ
て
説
得
し
や
っ
た
の

を
確
認
す
る
大
切
さ
の
講
義
、
不

良
発
生
と
生
地
の
性
質
の
関
係
、

現
在
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
言
う
呼

び
方
で
は
な
く
縫
製
工
と
呼
ぶ
意

味
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
単
能
工
で
は
な
く
多
能
工
を

目
指
し
、
日
々
の
研
究
や
課
題
の

定
義
が
大
切
だ
と
説
明
が
有
り
ま

し
た
。

　
次
に
実
技
講
習
に
移
り
、
布
地

を
立
体
的
に
す
る
ア
イ
ロ
ン
技
術

の
実
演
と
な
り
、
布
地
の
縦
地
の

目
と
横
地
の
目
に
カ
ー
ブ
状
に
ア

イ
ロ
ン
を
掛
け
立
体
に
す
る
原
理

の
説
明
、
バ
イ
ヤ
ス
布
地
の
特
性

の
実
演
、
型
紙
上
で
の
見
え
な
い

ダ
ー
ツ
分
量
が
『
く
せ
』
と
呼
ば

れ
、
そ
の
く
せ
を
取
る
手
法
を
実

演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
格

子
布
地
の
ダ
ー
ツ
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
横
地
の
目
が
角

張
ら
ず
カ
ー
ブ
に
見
え
る
か
の
実

演
が
有
り
ま
し
た
。
最
近
の
発
見

で
、
袖
ぐ
り
の
端
打
ち
テ
ー
プ
の

貼
り
方
で
肩
甲
骨
に
あ
る
く
せ
を

簡
単
に
取
る
方
法
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　
講
師
の
稲
荷
田
先
生
で
あ
っ
て

も
、
日
々
の
研
究
を
し
課
題
の
解

決
を
行
っ
て
い
る
お
話
し
も
あ

り
、
全
て
の
講
義
を
対
話
式
に

行
っ
て
頂
き
参
加
者
一
同
が
改
め

て
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
質
疑
応
答
で
参
加
者

か
ら
の
質
問
と
し
て
、
フ
レ
ア
ー

ス
カ
ー
ト
の
ロ
ッ
ク
方
向
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
布
地
の
重
み
と
縫
い
目

を
殺
し
ア
イ
ロ
ン
の
重
要
性
の
説

明
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
括
と
し
て
、
白
石
理
事
長
よ

り
型
紙
上
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い

見
え
な
い
ダ
ー
ツ
分
量
の
く
せ
取

り
は
、
加
工
賃
に
合
わ
せ
て
行
は

な
い
と
手
間
だ
け
が
か
か
っ
て
し

ま
う
。
く
せ
取
り
を
理
解
し
そ
の

分
の
加
工
賃
を
支
払
っ
て
く
れ
れ

ば
行
っ
た
方
が
良
い
と
の
話
で
、

全
過
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
よ
う
な
、
休
日
で
は
な

く
営
業
日
に
行
う
価
値
を
十
分
に

得
ら
れ
た
講
習
会
で
し
た
。
参
加

者
か
ら
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
講
習

会
を
し
て
欲
し
い
と
の
お
声
も
あ

り
、
次
回
の
講
習
会
も
継
続
的
に

検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
初
め
て
ウ
ィ
ー
ク
デ
ィ
ー

で
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
座
学
が
有
り
、『
学
ぶ
大

切
さ
』に
お
い
て
、や
っ
て
見
せ
る
・

定員オーバーでした。
CAD初心者には学生の時以来の“パターンメイクの面白さを実感
する場”となり、CADオペレーターにとっては日々の業務効率を
上げるための様々なテクニックを学べる場となりました。

直接指導していただきました。
「パターンやグレーディングは十人十色。同じ絵型を見てパターンを引
いてもパタンナーによって必ず違いが出る。グレーディングも一緒。や
り方に正解はないんです。」という小森講師。「CADの操作でも“何が
したいのか”が大切で、それによって使う機能を変えればいいんです。」
目指す頂点は同じでも山への登り方は何通りもあります。縫製の世界と
通ずるものを感じました。

CADは東レのクレアコンポ2です。
また受講者がCADオペレーターだけでなく、パターンやCADに関心の
ある縫製技術者も多かったため、講師から逆質問もあったりと、良い交
流が持てたことも大きな収穫でした。頂いたこのご縁を大切に、学んだ
ことを日々の業務にも活かしていきたいと思います。素敵な学びの場を
作っていただいた関係各者に感謝いたします。有り難うございました。
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〈
山
手
支
部
〉

㈱
辻
洋
装
店
・
辻
直
子
様
（
73
）

に
は
、
大
腸
が
ん
の
た
め
平
成

三
十
一
年
四
月
十
六
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
逝
去
さ
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

　報

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
写
真
は
城
北
支
部
の
懇
親
会

の
模
様
で
す
、
今
年
は
河
豚
で

す
。

　
支
部
の
中
で
今
年
度
は
病
気

あ
り
、
怪
我
あ
り
色
々
あ
り
ま

　『
八
時
ち
ょ
う
ど
の
【
あ
ず
さ

二
号
】
で
信
濃
路
に
旅
立
つ…

』

筈
だ
っ
た
。

　「
狩
人
」
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
あ
ず

さ
二
号
』
の
気
分
に
乗
っ
て…

　
飯
田
橋
支
部
が
企
画
し
た
旅

行
（
十
月
二
十
六
日
二
泊
三
日
）

―
秋
色
に
染
ま
っ
た
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
や
、
白
馬
連

峰
、黒
部
峡
谷
（
ト
ロ
ッ
コ
電
車
）

等
の
山
岳
紀
行
―
は
十
月
十
三

日
に
襲
来
し
た
台
風
十
九
号
に

て
虚
し
く
、
夢
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
長
野
県
の
落
下
し
た
リ
ン

し
た
が
今
日
現
在
皆
元
気
で
す

（
リ
ハ
ビ
リ
中
が
一
人
い
ま
す

が
）。

　
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
、
も
ち
ろ
ん
仕
事
の
事
も
忘

れ
ず
に
。

ゴ
や
洪
水
で
水
没
し
た
数
十
両

の
新
幹
線
車
両
や
家
屋
そ
の
他

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

修
復
に
は
何
か
月
要
す
る
状
況

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
念
な
が

ら
、
し
ば
ら
く
は
月
日
を
経
て
、

み
ん
な
と
相
談
し
て
み
よ
う
。

　
そ
の
他
の
行
事
は

　
令
和
元
年
十
二
月
六
日
　
千

駄
木
「
鳥
安
」
久
々
の
「
う
な
ぎ
」

は
旨
か
っ
た
。

　
令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
　

巣
鴨
「
丸
八
鮨
」

以
上

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
江
東
支
部
活
動
を

報
告
致
し
ま
す
。

　
五
月
二
十
五
日
支
部
総
会
に
向

け
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
拡
大
役
員

会
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
六
月
一
日
会
計
監
査
を
辺
見
監

査
役
を
迎
え
、
会
計
内
容
を
精
査

し
て
い
た
だ
き
承
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
六
月
十
五
日
支
部
定
例
総
会
を

「
梅
よ
し
鮨
」
に
て
開
催
し
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
支
部

員
で
楽
し
く
会
食
を
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
日
支
部
会
を
「
三
好
洋

装
」
で
開
催
し
、
今
後
の
予
定
や

現
状
報
告
な
ど
話
し
合
い
終
了

後
、「
ま
ぐ
ろ
海
鮮
磯
ろ
く
」
に
て

美
味
し
い
料
理
と
参
加
者
の
楽
し

い
会
話
で
も
り
上
が
り
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

　
十
二
月
七
日
支
部
忘
年
会
を
い

つ
も
の
魚
料
理
中
心
の
趣
向
で
は

な
く
、
焼
肉
の
「
三
千
里
」
に
て

大
い
に
食
べ
て
大
い
に
飲
ん
で
楽

し
い
忘
年
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
通
年
で
す
と
江
東
支
部
は
新
年

会
と
旅
行
を
開
催
し
て
い
た
の
で

す
が
、
支
部
会
で
の
話
し
合
い
に

よ
り
旅
行
を
今
期
は
見
送
る
事
に

し
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日「
す
し

屋
の
弥
助
」に
て
新
年
会
を
開
き
、

楽
し
い
一
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　
来
期
も
八
社
で
の
支
部
活
動
と

な
り
ま
す
が
、
今
後
の
支
部
活
動

も
話
し
合
い
考
え
合
い
な
が
ら
、

旅
行
な
ど
友
好
関
係
を
さ
ら
に
深

め
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

江
東
支
部

　江
東
支
部
長

　渡
部

　光
一

城
北
支
部

　城
北
支
部
長

　渡
邊

　和
博

飯
田
橋
支
部 

飯
田
橋
支
部
長

　又
野

　毅

　
新
春
を
迎
え
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
元
年

度
の
支
部
活
動
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
五
月
十
日

　
執
行
部
会
役
員
会

　
六
月
十
日

　
総
会
　
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

　
七
月
十
九
日

　
本
部
暑
気
払
い
　
鮒
い
ち

新
幹
線
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気

大
盛
況
に
沸
き
高
度
経
済
成
長

期
に
成
っ
た
の
が
今
や
日
本
人

は
贅
沢
に
成
り
す
ぎ
品
物
は
溢

れ
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
す
ぐ

買
え
る
。
食
料
品
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
安
売
り
ス
ー

　
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

　
九
月
二
十
八
日

　
支
部
会
　
春
駒

　
十
一
月
二
十
八
日

　
本
部
忘
年
会
　
東
僑
酒
楼

　
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日

　
東
天
紅

　
三
月
七
日

　
支
部
会
　
朝
日
屋

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

パ
ー
で
大
量
買
い
や
外
食
に
行

く
。
欲
し
い
物
は
そ
れ
ほ
ど
無
い

始
末
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
贅
沢
さ

せ
て
自
由
時
間
を
満
足
し
て
い
る

有
り
様
、
何
れ
に
し
て
も
健
康
が

第
一
に
、
皆
様
の
幸
せ
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
す
。

城
東
支
部

　城
東
支
部
長

　野
口

　達
夫

　
謹
賀
新
年
。

　
昨
年
度
は
自
然
災
害
に
遭
わ

れ
た
各
地
方
の
お
知
り
合
い
の

方
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
が
各
国
の

エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
地
球
の
自
然
気
候

を
破
壊
し
て
将
来
の
子
供
や
孫
に

そ
の
附
を
押
し
付
け
る
。
手
遅
れ

に
成
ら
な
い
様
に
何
を
出
来
る

の
か
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
二
○
二
○
年
東
京

オ
リ
パ
ラ
の
年
。
五
十
六
年
前

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
高
速
道
路
、

城
西
支
部

　城
西
支
部
長

　古
川

　
　進


